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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・水道光熱費使用量についてデータを掲載しているので､各自で確認をしましょう。削減目標は昨年度の8％減なので皆さん頑張りましょう。

· 日用品価格の値上げについて過去数年間、日用品等の価格が過去の価格で登録されていたが、昨今の物価上昇、消費税ＵＰのあおりをうけ製品の価格を見直し、値上げをすることとなった。
【30～40円の値上】
新価格適用日：8月1日（金）より
・コピー用紙（紙類）全般
・印刷物全般（カルテ印刷等）
随時他の物品に関しても値上げをする予定。
これを機により一層、節約意識を高めていきましょう。

＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　　様～7/23（水）定期訪問実施。部屋の明かりをつけずに暗くしているがスタッフが訪問すると電気を点けている。住んでいるアパートが契約満期（9/25）を迎えるため、更新手続きを行っている。7/18（金）青陽館の納涼会に参加しなかった事について話しており、参加しなかった理由は「以前ゲームでビリから2番目で嫌だった。」と話しているとの事。

・寺沢　彩　　　様～7/24（木）、障害福祉課へ受給者証申請とセルフプラン提出のため、青明舎スタッフが同行支援をしている。本人宅での認定調査は、8/1（金）の予定。

・大久保　恒夫　様～7/25（金）定期訪問実施。「8/21に青南病院に入院しようと思って。」「たばこ止めるために一回入院して免疫付けようと思ってさ。」と話されている。禁煙外来への通院も話していたが、友人はほとんど禁煙外来で失敗していたとのことで拒んでいる。7/31（木）に外来受診であるため主治医の安ヶ平Drに相談してみると話す。本当は、7/31に入院しようと思ったが、金銭的に余裕がないため、年金の支給日以降（8/21に入院希望されている）に入院しようと思うと話す。7/31に入院するつもりで友人から5万円借りたが、返したとのこと。禁煙目的での入院が認められるか疑問と思われること説明するが「いや、先生に上手い具合に相談してみる。」と話されている。生活面では困っていることはないとのこと。体調が落ち着かないということで隔週で行っていた訪問を毎週金曜日にしてほしいと話されている。

・大久保　律子　様～7/25（金）定期訪問実施。キッチンはいつもよりも片付いており、「（床を）掃いた」と話されている。夫（恒夫様）が禁煙のために入院したいという話しを聞いたとのことで、特に異論はない様子。しかし、仮に恒夫様が入院したら、一人になってしまい、生活面で不安があるため毎週の訪問を希望されている。生活面では特に困ったことはないとのこと。

・平　　京子　　様～7/25（金）本人より架電あり。「今日（市川にある）家に行ってきました。木が何本か生えてました。」と話し、除草等はしなくても良さそうと話されている。八戸市役所からは、除草するような内容の通知が来ていたと思うこと確認し、再度八戸市役所へ報告も踏まえて除草作業が必要かどうかを確認するよう伝えている。

・清水　秋男　　様～7/26（土）定期訪問実施。食事はそうめんが多いとのことだが、意識して野菜を摂るためにミキサーで野菜ジュースを作って飲んでいて、まだ夏バテではないとのこと。

・青木　紀子　　様～7/26（土）定期訪問実施。こたつ布団が外されている。カーテンはまだついておらず、近いうちに購入する予定とのこと。部屋の床には、ほこりや髪の毛が落ちており生理痛が激しく、しばらく掃除してないと話す。生理が終わってからで良いため掃除をするよう青明舎スタッフより伝えている

水分量を確認すると1日3リットル以上とのこと。

生活で困っていることは、禁煙外来期間が過ぎたため、禁煙外来は終了したが、医師より成功とは言えないと言われたとのこと。禁煙外来を受けたいのであれば、保険対象となるのが1年に1回だけであるため、来年、受けるよう説明され、精神的なことも相談できる諏訪クリニックに紹介状を書いてくれたとのこと。禁煙外来を再度受けたいか尋ねると「う～ん。あまり。でも、川端先生に今回のことを報告すると、また禁煙を勧めると思う」と答える。現在の状況（①禁煙を要する持病はない②禁煙する意志があまりない③喫煙していることでストレス解消になっている）を考えると、無理に禁煙しなくても良いと思われるため、川端医師へ禁煙外来の結果を報告する際に、禁煙に対しての自分の意志も合わせて伝えるよう促すと「わかりました」と話している。

・我満　奈津紀　様～7/26（土）定期訪問実施。部屋は雑然とされており掃除をしていないとのこと。「特に変わったことはないです。」「お金がなくなりました。」と話しているが、やりくりはできている様子。9月の末はお子様の学校の後期の支払いがあるため8月から無駄使いしないようにしたいと話している。町内会の集まりにはよく参加しており、年4回ぐらい集まる機会があり参加しているとのこと。最近はタバコを吸う本数を決めて（10本前後）吸っているとのこと。最近の体調の様子を伺うとタバコを吸いすぎで呼吸が苦しくなるときがあるようなので、病状のこともあるため禁煙すること促がしている。

・前野　　義勝　様～7/26（土）定期訪問実施。体調は変化なく安定している。主治医が今月から馬渡Drに変り、先週の外来受診で減薬(コレステロールに関する薬・精神安定剤ユーパン)になったとのこと。腰痛があり、市販の薬を使用している。テーブルの上に、湿布薬や塗る薬等がおかれている。

＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　　和恵　様～7/28（月）訪問時、青陽館での他者とのトラブルについて小林氏から少し距離をおく事を進められた事を自ら話している｡(自分は誤りたい｡幻聴が聞こえてあんな事言っちゃった。酷いことを言ったと思う。」と話され、今後は距離をとることについて納得している。酷い落ち込みはないが、様子観察をしていく。

・大久保　康弘　様～八戸赤十字病院の検査結果が2週間後ということ。青陽館に通うには歩く距離が長いとのことでタクシーを利用している。土日休みのように連休があればあまり痛みはないが、毎日坂道を歩くのは辛いと話す。痛みが酷い際には青陽館を休むこととするが、確実な服薬ができているのか不安である為、青陽館を欠席した際はグループホームのスタッフより観察を行ってもらう。

＜事例検討＞

清水　秋男　様（63）　主病名：統合失調症　利用日：月、水

検討内容目標･計画の見直し
長期目標①病状の安定を図り、単身生活を継続する。

②健康的な生活をする。

中期目標①病状悪化に自分から気が付けるようになる。

②服薬自己管理をしっかりと行う。

③体力維持・向上に向け、食事内容の調整や運動を行う。

短期目標①ストレスを溜めないようにし、自分の思いや不安、困った事などがある際には表現する。

②確実な服用時と頃時には通所利用時間外分の服薬チェックを受ける｡

③新しい生活環境に慣れながら、生活リズムを作っていく。

実施計画①-1 自ら何かを訴えてくることが少ない為、体調や生活状況の確認をする。

①-2 仕事の状況や疲労感の有無等を過度とならない程度に確認する。

　　　　　　　(H25.10.25(金)から、山日クラフトで週一回（金曜日）勤務)　⇒H26.4.1(火)から週二回（火・金曜日）勤務となる

②服薬チェックノートを活用し、薬包の確認とチェックを行う。また、自己管理が行えている事を評価したり服薬の必要性についても伝えていく。

③食生活の確認と運動プログラムの取り組み状況や日中の活動性の観察を行う｡

現在の状況

・H25.1.16～単身生活が始まっている。

・自ら訴えてくることは少ない。

・質問しても短く答えることが多い。

・H25.10.25～仕事を開始（週1回金曜日）→H26.4.1～（週2回火・金曜日）

・仕事についてあまり話そうとしない。

・疲労感については伝えてくる。

・服薬については5月に一度服用間違いあり。

・睡眠については何回か不眠・早朝覚醒あり。

・食事は自炊。

・日中の活動性の低下は見られていない。

検討結果

・自ら訴えてくることが少ない為、スタッフからの話し掛け、話を聞く機会、本人の思いを話せる場が必要。

・自分の思いを話さず、溜め込む傾向がある為、病状悪化を防ぐ為にも本人の思いを聞く機会が必要。

・上記のような内容の目標・計画を取り入れることとする。

＜利用者様情報＞

・森　美智男　様～就労継続支援B型「三本の木」の利用について確認すると、「9月頃から使いはじめることになった」と話されている。利用料を支払わなければいけないと聞いて一度断ったが、妻様の勧めもあって使うことにしたとのこと。「家にいるよりいいからな」と本人も納得している様子。移山寮・三浦様に情報提供し、9月頃に利用することに決めた理由を明日本人に確認して欲しいとのこと。

・平　京子　　様～「7月26日に、ジプレキサを1錠飲み忘れたから具合が悪いので、処方をもらってくる」と話されている。どのように具合が悪いのか確認するも、「うーん…」と曖昧。繰り上げて服用していないため、忘れた分は飲んでいないとのこと。飲んでいないのであれば、処方は足りているのではないかと説明するも、本人は処方をもらうことしか頭にない様子。外来では、「薬を無くして繰り上げて飲んだから薬が足りない」と話されており、不調の訴えは無かったとのこと。

・繁名　和恵　様～「幻聴があるから休んでもいい？」と笑顔で訴えており、静養室で休まれている。30分程休んだ後は、表情良く作業療法に取り組んでいる。気分の落ち込みや、不安訴えはきかれない。

・高田　マキ　様～13：40、13：50と2度に渡り本人より電話連絡あり、「スタッフが人の悪口を言っている」という旨の内容を怒り口調で話されている。先週デイケアに電話をした際、後ろの方で笑い声が聞こえ、自分の悪口を言っていると感じ、不快に思ったとのこと。そのような状況では、悪口は言ってなくても不快に思うことを返すと、「そうでしょ」と話している。「病院にも言ったから、誰か異動になると思うよ。じゃ～ね～」と電話を切っている。

・大久保　恒夫様～奥様（大久保律子様）より電話連絡あり、恒夫様が週末にクーラーに当たりすぎて夏風邪をひいたため、デイケアは休むとのこと。先週話していた「具合が悪い、入院したい」という件について問うと、「病院に電話したら満床だからって断られた。諦めた」と話されている。

・本多　富美　様～本人より、下痢気味のため欠席すると電話連絡あり。発熱はないとのこと。呂律不良さや反応の鈍さは感じられない。電話を早く切りたい様子がある。

・種本　サハ　様～7/26（土）朝食後薬が無く、盗まれたと訴えている。「以前も同じようなことがあったから」と本人は朝食後薬を飲まなかった事を深刻に考えていない様子。今後はグループホームに来るスタッフに報告するよう伝えると「そうですね。」とにこやかに話している。

・田中　　一　様～7/25(金)就床前薬を忘薬している。その日はぐっすりと眠る事ができ、外来受診時に主治医に報告したが、特に何も言われなかったとのこと。ソワソワ感や落ち着きの無さがあるが、勉強に集中すると忘れるとのこと。

＜外来情報＞

・種本　サハ様～土曜日に就床前薬を飲み忘れたとのことで、忘れずに飲むよう説明されている。本日、血液検査・尿検査施行。尿検査は異常なし。
・高阪　博英様～暑くて寝つきが悪いと話されており、ゾルピデム（5）1錠　1*就床前7日分処方となっている。

・平　京子　様～土曜日、ジプレキサを紛失したとのことで、追加処方を受けている。外来では、紛失した分は繰り上げて服用したため、薬は足りない状態だと話す。
